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複数の高等教育機関を対象とした

I携帯電話への情報配信システムのサービス提供と改善
ServiceandDevelopmentofanInformationDeliverySystemforMobilePhones

inHigherEducationInstitutions

学
日
攻
９
２ 葉田善章篠原正典清水康敬

YoshiakiHadaMasanoriShinoharaYasutakaShimizi1

独立行政法人メデイア教育開発センター研究開発部
Research&DevelopmentDepartment,NationalInstituteofMultimediaEducation

＜あらまし＞メディア教育開発センターでは，携帯電話への教育情報配信を支援すること
を目的としたシステム(K-taiCampus)を構築し,2005年11月より無償でサービス提供を行
っている．システムは携帯サイトやメール配信による機関の情報提供に使われているが，ア
ンケートシステムと連携させるなど，授業などで学生の反応を得るツールとしての利用にも
関心が高まっている．システムは携帯電話への情報配信に基本的な機能を実現しているが，
利用状況や要望を踏まえた検討をした結果，授業等での利用に必要となる新機能追加の必要
性が明らかになった．本稿では，さまざまな高等教育機関を対象としたサービス提供を目的
として構築されたK-taiCampusの運営やサポート等のノウハウについて考察するとともに，
構築したシステムについて報告する．

＜キーワード＞高等教育ICT活用教育携帯電話システム開発・運用サービス提供

1．はじめにを行う,ASP(ApplicationServerProvider)
ほとんどの大学生が持つようになった携形式で行っている．システムの特徴は，同一
帯電話は，その普及率と若者の活用度の高さシステムで複数機関がそれぞれ独立して利用
（モバイル・コンテンツ・フォーラム2006）でき，それぞれの機関のUELが準備される
から，キャンパス運営のための情報配信の手ことである．

段の一つとして高等教育機関において利用さシステムの提供とともに，マニュアルを含
れつつある．メディア教育開発センター（以むNIMEの研究報告書（葉田ほか2007)や
下,NIMEと表記）ではゥ携帯電話への教育メールや電話等のサポート窓口を用意し，シ
情報の配信を行うシステム選択肢の一つとしステムや操作についてのサポート提供を行っ
てK-taiCampusを開発し,2005年11月よている．携帯電話は日々進化しており，新機
り無償でサービス提供をしている．種の登場のペースが早い我々 は普遍的にサ
K-taiCampusは，簡便に多くの高等教育一ビスを提供できることを考慮し，特定の機
機関に利用できるよう，特定の機関だけに該種だけに対応するものではなく，パケット通
当する機能は避け，どの機関でも利用できる信に対応した携帯電話が登場してから，最新
機能となるように設計，実装を行った．操作機種にも搭載されている，テキストによる携
面では,利用開始時に必要となる登録作業は，帯サイトとメールに注目した．
NIMEが行い，機関側に負担をかけずにできシステムは基本的な機能を実現して運用
るだけ簡便な操作環境を提供するものとしたしてきたが，利用状況や要望を踏まえた検討
そして，利用機関は学生への連絡に必要となをした結果，新機能追加の必要性が明らかに
る情報掲載などの手続きを行うだけで利用可なった．このため，高等教育で携帯電話を教
能としている．青活動に効果的に利用できることを目的とし
サービス提供は，利用者がインターネットたシステムの構築を行うこととした．具体的
経由でMMEのサーバにアクセスして利用には，サポートで得られた意見や利用状況な
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図1システムの利用イメージ

図2テンプレートと携帯電話画面

どを考慮しながら，テンプレートのカスタマ

イズ機能や最新の携帯電話，ブラウザヘの対

応などの新機能を追加した．

行った図2のテンプレートを用意した．テン

プレートの提供は，利用機関に掲示板の項目

定義の手間をかけずに，すぐにシステムが利

用できることを目的としている．項目は高等

教育機関が提供する情報がカバーできるよう

に考慮した．テンプレートの利用の例として

携帯サイトに「MME大学」というサンプル

の機関を用意し，サンプルコンテンツを提供

している．

利用者が操作に戸惑わず，直感的にシステ

ムを利用できるという観点から，システムに
、

アクセスすると，携帯電話からのアクセスは

K-taiCampusの携帯サイトのトップページ

~-,PCからのアクセスは,PC用トップペー

ジが自動的に表示される．

PC用トップページは，システムに関する

情報をとりまとめており，図3に示すシステ

ムの紹介,Flashのチュートリアル，利用や

操作に関する情報等，システムに関連する情

報が掲載されたページへのリンクを張り，利

用に関するノウハウ提供を行っている．

本システムの利用は複数の高等教育機関

を対象としているため，携帯サイトのトップ

ページに利用機関を選択するメニューを用意

している．利用者の携帯サイトへのアクセス

は，機関のトップページなどからリンクして

利用することを想定し，携帯サイトのURL

は機関別にブックマークを可能としている．

そして，登録時にNIMEの管理者が機関の

URLからORコードを作成し,図3にあるよ

うにPCページから提供し，利用してもらっ

2．サービス運用

21．サービス提供の工夫

K-taiCampusは，利用機関に運用に関連

する登録作業などの手間をかけずにサービス

を提供するという観点から，利用機関から登

録に必要となる情報をもらい,NIMEの管理

者が登録作業を実施することとした．

さらに本サービスは,ICT活用教育の普及

を目的としているため，利用の条件をきつい

ものとせず，授業での活用の評価を目的とし

た教員個人への提供や，システムの本格導入

の前の試験的な利用にも対応し，利用しやす

くなるようにした．

システムは，利用機関が複数になる高等教

育機関の同時利用を実現するため，図1に示

すようにASP形式でMMEに置かれたサー

バからサービス提供を行っている．このため，

利用者がアクセスに困らないよう，トップペ

ージヘのアクセスは携帯電話,PCの両方に

対応している．具体的には利用者がトップペ

ージにアクセスを行うと，使用している端末

に応じて，自動的に適切なページに切り替わ

るようになっている．

携帯サイトは，教育情報の伝達を考慮した‘

利用機関から学生に情報を伝えるための利用

機関が情報を書き込むことができる掲示板で

ある.K-taiCampusでは，学生に情報を探
_ｦ勇廿F

しやすく，見やすくするため，独自に分類を
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図3K-taiCampusの情報ページ

(1)携帯電話に学習コンテンツの配信を行う

ため

(2)授業時間外で授業の連絡を学生に行うた

め

(3)授業中に携帯電話を使うため

(4)学生が掲示板の内容を携帯で確認できる

ようにするため

(5)確実に学生に連絡を行うため

て●いる。

22．サポートの方針

システムのサポートは，メール，電話にて

随時受け付けている.高等教育機関を中心に，

サービスを開始してから41機関からの問い

合わせに対応した．対応では,K-taiCampus

の利用ノウハウや授業での活用ノウハウを提

供した．授業での利用は，例えばNIMEが開

発したREAS(芝崎・近藤2007)など，他

のシステムとの連携の質問,QRコードの作

成などの支援要望があった．また，サポート

からのフィードバックとして，多い質問につ

いては,ホームページ上にF注Qを掲載した．

3.2．利用機関からの要望

ヒアリングができた利用機関からは，本サ

ービスに期待する内容として以下の回答が得

られ'た．

(1)授業の連絡機能の充実

(2)授業での活用事例やノウハウの提供

(3)アンケート機能の使い方のレクチャー

(4)システム操作の出張レクチャー

(5)情報掲載の事例や書き方のノウハウ提供

このことから，システムの機能追加以外に

も，他のシステムとの連携を通した授業での

活用や，システムの操作，活用ノウハウの提

供を期待していることがわかった．

3.K-taiCampusの利用状況

3.1．システムの利用目的

K-taiCampusは，これまでに20機関に利

用されてきた．分かりやすい，使いやすいと

いう評価は得られている．ヒアリングができ

た機関にシステムの利用目的を伺うと，以下

のような意見が得られた．

－75－
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3.3.機能面への要望

教育活動面での機能追加の要望や，携帯電

話の新機種やPCの利用環境の変化に伴う不

具合の報告が年々増えてきた．報告内容から

考察すると，開発時になかったブラウザを利

用する機関が増えたため，システムが想定し

ない動作をしていることが多くの原因となっ

ている．f

また,､K-taiCampusでは高等教育機関が

簡便な利用とさまざまな情報を効果的に学生

に提供するという観点から携帯サイトの情報

を分類するテンプレートに基づき情報掲載を

行うものとなっている．このことで，機関が

利用初期に必要となる設定項目を少なくし，

簡便に利用できることを実現するメリットが

あった．しかし，授業で利用する教員や，特

定の情報を提供するために利用する機関から

不要な項目の削除や新たな項目の追加といっ

たテンプレートのカスタマイズへの要望があ

った．

さらに,K-taiCampusと'REASとを組み

合わせた利用を検討する機関から,K-tai

Campusの携帯サイトから作成した質問票に
．割

リンクを入れたいという要望や，メール配信

のスピードが遅いという意見もあった．

4．システムにおける新機能

4.1．新機能の内容

利用でのサポートやヒアリングから明ら

かとなった利用状況や要望から，情報配信だ

けでなく，授業での利用で必要となる機能に

ついて考察した．結果，携帯電話でのアンケ

ートや小テスト，学習で活用できるポータル

ページの構築を容易に実現できる新機能の追

加を行うこととした．さらに，新機能の追加
L,

とともに,ICT環境の変化に伴う不具合への

対策を実施した．

授業で携帯電話を利用した場合に問題と

なるのは，携帯電話からの情報アクセスと情

報の取得である．例えば，アンケートシステ
j.L【

ムと連携させる場合,調査票のアドレスURL

をメールで送信，または携帯サイトに掲載，

という2つの方法が考えられる．

メールでURLの配信を行う場合，あらか

じめ学生のメールアドレスをK-taiCampus

に登録をしておく必要がある．利用時には，

教員がメールを送信後，短時間で学生に配信

されることが望ましい．送信時間の短縮は利

用機関から要望もあり，授業の支援に必要と

考えられることから，メール配信の高速化を

図ることとした．具体的には携帯電話キャリ

アの迷惑メールフィルタに対応しつつ，高速

に配信することを実現するため，専用メール

サーバ(HDE2009)を導入してこれまでの配

信エンジンと置き換えることで対応する．

一方,K-taiCampusの携帯サイトにI凪L

を掲載してアンケートシステムを利用する場

合，最初に学生にQRコード等でK-tai

CampusのURLを伝え，調査票へのリンク

を記述した携帯サイトのページにアクセスを

してもらう．これまでのK-taiCampusのテ

ンプレートでは，講義情報を掲載する項目が

一つしかなく，学生が受講する授業でK-tai

Campusを利用する数が多くなると必要なペ

ージを探しにくくなるという問題がある．こ

のため，テンプレートのカスタマイズにより

講義ごとの専用項目の作成や，不要な項目を

削除することで，学生が情報を探しやすくな

ることが期待できる．利用機関の要望からも

テンプレートのカスタマイズを望む声があっ

たこともあり，テンプレートのカスタマイズ

機能を新たに構築することとした．カスタマ

イズでは，公開情報や学内情報，講義情報と

いった閲覧範囲ごとに，カテゴリ項目の名称

の追加や削除，表示の並び順の設定を可能と

した．

さらに，掲示板に調査票のURLをリンク

付きで入力することができるよう，テキスト

にリンク情報を付加できる機能を追加した．

このことで，例えば，図4のようにセンター

で提供しているアンケートシステムである

REASで作成した小テストやアンケートと組

み合わせた利用ができる．利用では，まず，

(1)教員がREASで携帯電話用の調査票を作

成し，調査票のURLを取得する．そして，

(2)K-taiCampusの情報掲載画面にて，掲示

板に調査票をリンク情報(HTMLタグ)ととも

に記入して掲示板に掲載する.(3)K-tai

Campusの該当ページに記入された内容を携

－76－
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図4新K-taiCampusとREASとの連携利用の流れ

帯電話で学生が閲覧し，(4)調査票のリンクを

選択して携帯電話に調査票を表示させて回答

を行う．最後に，(5)教員が回答された内容を

集計･解析して利用する．という手順となる．

ICT環境の変化に伴う不具合の対策では，

アクセス端末の追加に対応できるシステムを

構築した．従来のシステムでは,PCやほと

んどの携帯電話に搭載されるブラウザに対応

するページを作成することでさまざまな端末

に対応を行っていた．しかしながら，多くの

ブラウザが登場し，仕様の違いにより共通の

ページでは対応が困難となった.このことで，

K-taiCampusを利用する機関のPC環境に

よりうまく動作が行えないことがあったため

多くの利用環境に対応させることを目的に，

新システムでは，図5のようにシステムにア

クセスしてきたブラウザの種類を識別し，ブ

ラウザに対応したページをそれぞれ作成する

方式を変えて構築した．この方式により，対

応する端末の設定情報を定義することで対応

できるものとなった．新たに対応するPC7"

ラザは，利用状況等からInternetExplorer6

のほか,InternetExplorer7,FireFox,Safari

に対応することとした．

新システムの構築では，不具合発生をでき

るだけ減らす対策として,PIEmulator

(NetFarm2009)と呼ばれる携帯電話エミュ

レータを用いてシステムの動作確認を実施す

ることとした．これは，携帯電話はこれまで

数多くの機種が登場しており，実機ですべて

の機種の動作確認を行うことは困難であるた

めである．

4.2．セキュリティ面

サービス提供をする上では，多くの機関が

利用することから安全に利用してもらえるこ

とを重要視している.ASPサービスを行う上

で，必要となるポート以外はクローズするな

どの対策を実施している．

旧システムではシステム動作言語にPHP4

を利用しているが，公式のセキュリティパッ

チの提供が2008年8月8日に終了(ITmedia
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I上で、適切なページを作成；

図5新旧システムの動作イメージ

2009）した．これは，今後,PHP4に重大な

不具合や問題があっても対策が困難となった

ことを意味する．我々はサービスをより安全

に提供するという観点から，新機能の構築と

合わせ，セキユリティパッチの提供など現在

サポートが継続され,PHP4からの移行がや

りやすいPHP5に移行することとした．

PHP5への移行と併せ,OSをサポート期

間が長いRedhatLinuxES5に変更するとと

もに，ハードウェアトラブルを避けるため，

3年程度利用したハードウェズを一新するこ

ととした．
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1J.:
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